


　１１月１７日、「笹岡一彦議長就任記念祝賀会」を橋本あわら市
長や小林豊後援会長はじめとする発起人の皆様のご尽力により、Ｊ
Ａ芦原支店大ホールにて開催していただき、沢山のご来賓や500
名を超える支持者の皆様に議長就任を祝っていただきました。
　ご来賓として、西川知事はじめ両副知事・政策幹・教育長なら
びに殆どの部長、稲田朋美大臣、高木毅副大臣、山本拓自民党県
連会長、滝波参議院議員ら国会議員の先生方、石川与三吉先生
はじめ20名以上の県議会の仲間、松崎小浜市長・坂本坂井市長、
杉本池田町長、山口美浜町長、時岡おおい町長ら県内市町首長、
釣部坂井市議会議長・笹原あわら市議会議長・藤本若狭町議会
議長・藤本美浜町議会議長ら県内市町議会議長、そして笠島商
工会連合会長など多くの皆様方に花を添えていただきました。
　ご来賓の皆様からは、過分なる祝福と激励の言葉を賜り、本当
に感激で胸が一杯になりました。また、県内外から駆け付け、会場一杯に詰めかけた支持者の皆様、友人知人、地元関係者
の皆様方からも温かいお言葉をかけていただいて、益々勇気と元気が湧き、大きな励みとなりました。

議長就任祝賀会 産業常任委員会
台風１８号の被災地視察

　１２月１２日、県議会では「新幹線・地域鉄道調査特別委員会」
が開催されました。
　私からは、新幹線の用地買収について、福井駅周辺を中心にどの
くらいの期間がかかるかを質しました。また、福井南貨物駅や敦賀
駅などで現在の線路移転をしないと着工できない現場があることを指
摘し、これについてのＪＲ貨物との協議のスケジュールなどを質すとと
もに、早期協議の進捗を求めました。
　また、敦賀の中池見湿地の環境調査が再来年の３月までかかること
から、その後のスケジュールについても質すとともに、県が国に提案し
ている工期短縮案が用地買収や環境問題で相殺されないように、十
分配慮して進めてほしいとの要望をさせていただきました。
　さらに、敦賀以西ルート問題に関しては、関西広域連合が国に対し
て正式に提案した「米原ルート案」について、国はどのように受け止め
ているかを聴きました。
　これに対して、理事者からは国は関西広域連合案に対して特段関心
を示していない旨の答えがありました。
　 最後に、「与党新幹線ＰＴ（プロジェクトチーム）が政府予算に対
して、どのように議論をまとめて反映していくのか、スキーム短縮の
結論はいつ頃か」と尋ねまし たところ、理事者から「今週中に町村座
長がＰＴの決議文を菅官房長官と麻生財務大臣に提出し、スキーム
見直しについては来年１月末頃に結論が出るようだ」 との答弁があり
ました。

新幹線・地域鉄道調査特別委員会

　１１月５日、「アクティブな県議会。県民に近い県議会」を
体現する県議会活動の一環として、全国初の緊急警報を受け、
福井豪雨以来の激甚災害指定を受けた台風１８号被災地である
嶺南地方を視察しました。県議会からは産業常任委員を中心に
約２０名が参加し、各現場において県職員や地元市町職員さん
に熱心に質問するなど議員のやる気が伝わってきました。
　このように県議会議員が大挙して現場に立ち、机上とは比較で
きない程の情報量によって現状を把握し、地元県民の声に耳を
傾けることができたことは、今後の行政チェックや政策立案に大
いに役立つものであり、今後ともこのように積極的に汗をかい
て、活発に行動していこうと考えております。

委員会審議
　１２月９日、県議会では産業常任委員会が開催され、産業
労働部、労働委員会、観光営業部、農林水産部の所管事務の
審査と請願・陳情について審議しました。
　私からの質問としては、産業労働部関係では、「県内は製造
業者の割合が多いが、来春の消費税アップを価格に添加でき
ず、さらには円安による原材料費や燃料費などのコストアップ
によりダブルパンチを受ける懸念があり、県としての早急な対
策を取るべき」と能動的な対応を求めました。
  観光営業部関係では、「福井県の観光客リピート率を向上さ
せるために、世界無形文化遺産に指定された小浜市やあわら
市が支えてきた『日本食』をさらに磨上げ、福井の漆器、刃物、
和紙などの伝統工芸や、福井の酒、宗教文化などとセットの魅
力でアピールしていくこと」を提言いたしました。
　また、観光王国スペインの秘訣はきめ細かい統計調査を徹底
的に分析して将来に反映させていくシステムが出来上がっている
ことから、福井県でも観光統計をしっかり取って分析する仕組
みづくりをすることを提言しました。そして、美術施設だけでなく、
音楽施設も観光に生かすことを求めておきました。
　農林水産部関係では、今月国会で成立した「農地中間管理
機構法」について、｢地域の生産組合や認定農家が進出企業に
追いやられたり、農地管理を守ってきた農業委員会をないが
しろにすることがないように、地域の事情を斟酌した本県の運
用｣を強く要請しました。
　それに対して県としても、「県内農家や生産組合、そして農業
委員会がその役割や機能を守れるように慎重な運用をしてい
く」ことを約束してくれました。
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